
〔卒 業 後 の 状 況 調 査〕

１ 中 学 校 卒 業 者

(1) 平成１８年３月の中学校卒業者数は５４，０５３人

(男子 27,779人，女子 26,274人)で，前年より

８１０人(1.5％)減少している。

① ｢高等学校等進学者｣は５２，８３８人(男子

27,045人，女子 25,793人)で，前年より

７６６人(1.4％)減少している。

② ｢専修学校(高等課程)進学者｣は９１人(男子

53人，女子 38人)で，前年より１７人(15.7％)

減少している。

③ 「専修学校(一般課程)等入学者｣は７４人(男子

31人，女子 43人)となっている。

④ 「公共職業能力開発施設等入学者」は５０人

(男子 48人，女子 2人)となっている。

⑤ 「就職者(進学者は含まない)｣は３２８人(男子

259人，女子 69人)で，前年より９人(2.8％)

増加している。

⑥ 「左記以外の者｣及び｢死亡･不詳の者｣は

６７２人(男子 343人，女子 329人)で，前年より３２人(4.5％)減少している。

表10 中学校の進路別卒業者数

(2) 高等学校等進学者数のうち，高等学校の通信制課程(本科)へ進学した者を除いた進学者数は

５２，４８５人で前年より７５０人減少し，男子は２６，８８２人で前年より３３４人，

女子は２５，６０３人で前年より４１６人それぞれ減少している。

高等学校等進学率(全卒業者数のうち高等学校等進学者の占める割合)は９７．８％となって

いる。このうち高等学校の通信制課程（本科)へ進学した者を除いた進学率は９７．１％で，

前年より０．１ポイント上昇している。男子は９６．８％で前年と同率であり，女子は

９７．４％で前年より０.２ポイント上昇している。

男女別の進学率は，昭和４２年以降女子の進学率が男子のそれを上回っている。

図９ 中学校卒業者数及び進学率の推移

専修学校 専修学校 死亡・ ABCDのうち高等学校等

区　分 卒業者数進学者 うち通信制 (高等課程) (一般課程) 就職者 不詳の 就職してい 進学率通信制課就職率

A 課程を除く 進学者  B 等入学者C 者 る者(再掲) （％） 程を除く (％)

平成 8年 69,691 67,333 67,219 667 446 … 604 631 10 46 96.6 96.5 0.9

9年 70,680 68,164 67,984 602 443 … 726 737 8 44 96.4 96.2 1.1

10年 69,283 66,815 66,644 575 416 … 619 852 6 47 96.4 96.2 1.0

11年 68,133 65,738 65,482 495 251 117 581 944 7 46 96.5 96.1 0.9

12年 66,383 63,926 63,668 521 259 98 577 996 6 28 96.3 95.9 0.9

13年 63,198 61,017 60,635 335 172 118 531 1,017 8 44 96.5 95.9 0.9

14年 60,647 58,681 58,345 303 179 119 475 888 2 15 96.8 96.2 0.8

15年 59,176 57,599 57,302 176 124 103 364 806 4 30 97.3 96.8 0.7

16年 58,215 56,776 56,401 149 89 62 361 777 1 14 97.5 96.9 0.6

17年 54,863 53,604 53,235 108 80 48 319 698 6 21 97.7 97.0 0.6

18年 54,053 52,838 52,485 91 74 50 328 669 3 17 97.8 97.1 0.6
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(3) 就職者総数(｢就職者｣に｢高等学校等進学者｣･｢専修学校(高等課程)進学者｣･｢専修学校(一般

課程)等入学者｣及び｢公共職業能力開発施設等入学者」のうち就職している者を加えた全就職

者数)は３４５人(男子 265人，女子 80人)で，前年より５人増加している。

① 就職率(全卒業者数のうち就職者総数の占める比率)は０.６％で，前年と同率である｡

② 就職者総数を産業部門別にみると，最も多いのが第２次産業の１９１人(就職者総数の55.4％）

で，次いで第３次産業の１４７人(同 42.6％)となっている。

③ 就職者総数のうち県外(出身中学校が所在する県以外の県)へ就職した者は３７人で，就職

者総数の１０．７％を占め，前年より３．４ポイント低下している。

２ 高 等 学 校 (全日制課程・定時制課程）卒 業 者

(1) 平成１８年３月の高等学校卒業者は５０，２８０

人(男子 25,499人，女子 24,781人)で，前年より

１，１３８人(2.2％)減少している。卒業者の進路

別内訳は，｢大学等進学者｣２４，２１３人，

｢専修学校(専門課程)進学者｣１０，０６５人，

｢専修学校(一般課程)等入学者」４，９０２人，

｢公共職業能力開発施設等入学者」１７８人，

｢就職者」６，８２２人，「一時的な仕事に就

いた者」１，４９８人，｢左記以外の者」及び

｢死亡・不詳の者」２，６０２人となっている。

(2) 大学等進学者数は２４，２１３人で，うち男子

は１２，３２８人，女子は１１，８８５人で,

前年より７３３人(3.1％)増加している｡

進学率(全卒業者数のうち大学等進学者の

占める比率)は４８．２％で，うち男子は

４８．３％，女子は４８．０％となっている。

このうち，大学・短期大学の通信教育部に

進学した者を除いた進学率は４８．１％で， 前年より２．５ポイント上昇している。

男女別の進学率は，昭和４８年以降女子の進学率が男子のそれを上回っていたが，本年は

男子の進学率が女子のそれを上回っている。

表11 高等学校の進路別卒業者数

図10 高等学校卒業者数，進学率及び

就職率の推移

大 学 等 専修学校 専修学校 一時的な 死亡・ ABCDのうち 大学等

区　分 卒業者数進 学 者 うち通信教 (専門課程) (一般課程) 就職者 仕事に 不詳の就職してい 進学率 通信教育就職率

A育部を除く 進学者 B 等入学者C 就いた者 者　 る者(再掲) (％) 部を除く (％)

平成 8年 68,733 23,001 22,898 13,754 13,749 …11,582 … 6,544 103 125 33.5 33.3 17.0
9年 65,669 23,335 23,256 13,163 12,217 …10,868 … 5,904 182 98 35.5 35.4 16.7
10年 62,503 23,390 23,350 11,932 11,258 …10,281 … 5,538 104 60 37.4 37.4 16.5
11年 57,865 23,274 23,240 10,711 8,554 201 8,144 … 6,801 120 39 40.2 40.2 14.1
12年 58,633 24,524 24,495 11,388 7,759 216 7,604 … 6,922 220 76 41.8 41.8 13.1
13年 58,013 24,575 24,550 11,297 7,610 217 7,251 … 6,770 293 56 42.4 42.3 12.6
14年 57,134 24,738 24,722 11,140 7,437 199 6,668 … 6,947 5 56 43.3 43.3 11.8
15年 55,225 23,354 23,311 11,087 7,586 242 6,420 … 6,536 - 58 42.3 42.2 11.7
16年 53,304 22,950 22,919 11,040 7,183 148 6,213 2,083 3,686 1 32 43.1 43.0 11.7
17年 51,418 23,480 23,448 10,451 5,995 169 6,522 1,735 3,056 10 23 45.7 45.6 12.7
18年 50,280 24,213 24,186 10,065 4,902 178 6,822 1,498 2,600 2 14 48.2 48.1 13.6

公共職業
能力開発
施設等入
学者　 D

左記以
外の者

0

10

20

30

40

50

60

70

80

8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18

千

（人）

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0
（％）

卒
業
者
数

進
学
率
・
就
職
率

年３月卒業者

進学率（女）

卒業者数（男）

進学率 進学率（男）

就職率

卒業者数（女）



(3) 専修学校(専門課程)進学者は１０,０６５人(男子 4,106人，女子 5,959人)で，進学率は

２０．０％となり前年より０．３ポイント低下している。

(4) 就職者総数(｢就職者｣に｢大学等進学者｣・｢専修学校(専門課程)進学者｣・｢専修学校(一般課

程)等入学者｣及び｢公共職業能力開発施設等入学者｣のうち就職している者を加えた全就職者数）

は６，８３６人で，前年より２９１人(4.4％)増加している。

① 就職率は１３．６％で，前年より０．９ポイント上昇している。

② 就職者総数を産業別にみると，製造業が２，０７６人(就職者総数の30.4％)で最も多く，

次いで卸売・小売業１，２０８人(同17.7％)，サービス業が７７２人(同11.3％)等となっている。

③ 就職者総数を職業別にみると，生産工程・労務作業者が２,５８０人(就職者総数の37.7%)

と最も多く，次いでサービス職業従事者１,２４０人(同18.1％)，販売従事者が１，０３３人

(同15.1％)，事務従事者９１９人(同13.4％)等となっている。

④ 就職者総数のうち，県外(出身高等学校が所在する県以外の県)へ就職した者は１，５５５人

(前年1,476人)で就職者総数の２２．７％であり，前年より０．１ポイント上昇している。

図11 高等学校卒業者の男女別にみた主な産業別就職者数の比率

図12 高等学校卒業者の男女別にみた主な職業別就職者数の比率
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３ 高 等 学 校 (通信制課程）卒 業 者

(1) 平成１７年度間の高等学校(通信制課程)の卒業者数は１，２６２人(男子 636人，女子 626人)で，

前年度間より３０７人増加している。

卒業者の進路別内訳は，｢大学等進学者｣１７３人(卒業者に占める比率13.7％)，｢専修学校

(専門課程)進学者｣２４７人(同19.6％)，｢専修学校(一般課程)等入学者｣５２人(同4.1％)，

｢公共職業能力開発施設等入学者｣５人(同0.4％)，｢就職者｣９９人(同7.8％)，｢左記

以外の者及び死亡・不詳の者｣６８６人(同54.4％）となっている。

４ 盲学校・聾学校・養護学校（中学部・高等部）卒業者

(1) 平成１８年３月の盲・聾・養護学校の各中学部の卒業者数は，盲学校１１人，聾学校２３人，

養護学校３０７人で，前年と比べ盲学校は１０人増加，聾学校は１人増加，養護学校は１９人

増加している。

卒業者のうち高等学校等進学者数は，盲学校１１人(卒業者に占める割合100.0％)，聾学校

２３人(同100.0％)，養護学校３０２人(同98.4％)で，その大部分は各学校の高等部へ進学

している。

(2) 平成１８年３月の盲・聾・養護学校の各高等部の卒業者数は，盲学校８人，聾学校５２人，

養護学校５４８人で，前年と比べ，盲学校は２人増加，聾学校は１２人増加，養護学校は

１０人増加している。

① 卒業者のうち大学等進学者数は，盲学校４人(卒業者に占める割合50.0％)，聾学校３４人

(同65.4％)，養護学校４人(同0.7％)となっている。

② 卒業者のうち就職者数は，盲学校０人(卒業者に占める割合0.0％)，聾学校１０人(同19.2％)，

養護学校１４９人(同27.2％)となっている。



[不 就 学 学 齢 児 童 生 徒 調 査〕

1 就学免除者

就学免除者数は学齢児童(6歳～11歳)１人，学齢生徒(12歳～14歳)４人となっている。

２ 就学猶予者

就学猶予者数は学齢児童１４人，学齢生徒３人となっている。

３ １年以上居所不明者

１年以上居所不明者数は学齢児童４人，学齢生徒２人となっている。

４ 学齢児童生徒死亡者

平成１７年度間に死亡した学齢児童は１２人，学齢生徒は９人となっている。

[学 校 施 設 調 査〕

１ 学校土地面積

私立学校の土地面積は５，５４９，１５７ (設置者所有４，７２２，５８１ ，借用８２６，５７６㎡)㎡ ㎡

で，前年度より５６，２０５ している。㎡増加

公立の専修学校の土地面積は１２０，７９２ (設置者所有１１８，７４８ ，借用２，０４４㎡)㎡ ㎡

で，前年度より６，３３３ 。㎡減少している

２ 学校建物面積

㎡ ㎡ ㎡）私立学校の建物面積は１,７９０，０９７ (設置者所有１,７８２，９９１ ，借用７，１０６

で，前年度より１０，４０８ している。㎡増加

）公立の専修学校の建物面積は５２，０４５ (設置者所有５２，０４５ ，借用０㎡㎡ ㎡

で，前年度より５，６２４ 。㎡減少している

注) 調査対象は私立の各学校(小学校，中学校，高等学校，中等教育学校，幼稚園，専修学校，

各種学校)及び公立の専修学校である。


